
第１章 総  説 

第１節 君津市の概要 

１ 概 要 

 君津市は、千葉県のほぼ中央部、東京湾に面し、

首都 50㎞圏内に位置する。面積は 318.83  で、

県内第 2位の広さを有している。 

 市の内陸部は房総の屋根といわれる鹿野山、元

清澄の山々が連なる丘陵地帯で、自然豊かな緑を

有し、南東部の上総丘陵に端を発して小櫃川（流

路延長 88.0 ㎞）と小糸川（流路延長 80.0 ㎞）が

東京湾に向かって北西に流れている。 

 両河川の上流域は、清和県民の森、三島湖、豊

英湖、亀山湖など、自然に恵まれた観光資源とな

っている。中流域は、河川や自噴井戸など水資源

に恵まれた肥よくな耕地が広がり、水稲や野菜、

花き栽培などが盛んである。下流域は、昭和 30

年代後半の八幡製鐵（現 新日鐵住金㈱）の進出に

伴い、臨海部に鉄鋼を中心とした工業地帯が形成

されるとともに、40年代以降に土地区画整理事業

等による宅地開発が行われ、市街化が進展した。 

 本市は昭和45年9月に君津町、小糸町、清和村、

小櫃村及び上総町の 5か町村の合併により君津町

となり、翌年 9月 1日、千葉県内で 25番目に市制

を施行した。 

人口は、昭和 50年 76,309 人、55 年 77,784 人、

60 年 83,796 人、平成 2年 89,332 人と増加傾向を

示していたが、6 年 12 月の 94,008 人をピークと

して徐々に減少し、25 年は 89,079 人となってい

る（人口は各年 3月末日現在）。 

就業人口による産業構造（22 年国勢調査）は、

第1次産業4％、第2次産業30％、第 3次産業62％

となっている。 

本市やその周辺では、平成 9年 12 月に東京湾ア

クアラインが開通し、15年 4月には館山自動車道

が君津インターチェンジまで開通した。さらに、

19 年 3 月に首都圏中央連絡自動車道が接続され、

同年 7月には館山自動車道全線が開通した。 

 また、かずさアカデミアパークには、研究所・

企業等の立地、集積が進められている。 

２ 環境の動向 

 本市では、昭和 40年代初め、京葉臨海工業地帯

の南部拠点として臨海部に大規模な鉄鋼コンビナ

ートが形成され、大気汚染などの問題が生じた。 

このため、千葉県及び本市と進出企業との間で

法令等による規制を上回る措置を規定した公害防

止協定の締結や監視の強化等により、いおう酸化

物濃度については大幅に改善された。 

 一方、上総層群や下総層群から成る上総丘陵は、

優良な骨材資源となる山砂を産出することから、

昭和 30 年代から山砂採取が盛んに行われるよう

になり、採取場からの濁水流出、運搬車両による

騒音、振動などのほか、粉じんによる健康への影

響等が深刻な問題となった。 

このため、54年に君津市公害防止条例を改正し、

地域住民の健康調査を実施するとともに、山砂採

取業を特定作業として追加指定し、事業者に対し

て徹底した調査、指導を行った結果、採取場内の

管理や緑化、排水などの面でかなりの改善が見ら

れた。 

また、山砂運搬車両による騒音、振動問題につ

いては、バイパス道路の建設などにより、一定の

効果を生んだ。 

ディーゼル自動車の排気ガスについては、平成

13年 6月に自動車 NOx・PM 法が制定され、さらに

15 年 10 月からは千葉県ディーゼル自動車から排

出される粒子状物質の排出の抑制に関する条例が

施行されたことから、その効果が期待されるとこ

ろである。 

近年は、都市化の進展、生活環境に対する意識
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の変化等を背景として、生活雑排水による河川の

汚濁、近隣騒音、自動車公害等の都市・生活型公

害問題、トリクロロエチレン等の有機塩素系溶剤

による地質汚染問題、廃棄物処理施設や残土処分

場の自然環境に与える影響などへの関心が高まっ

ている。 

 ほかにも、地球温暖化やオゾン層の破壊、酸性

雨などの地球環境問題が新たな課題として注目さ

れ、大量生産、大量消費、大量廃棄型社会から循

環型社会への転換が求められ、国では平成 5年 11

月に環境政策の新しい理念や政策の枠組みを規定

した環境基本法を制定し、循環型社会形成推進基

本法（12年 6月制定）をはじめとする循環型社会

関連の法整備を図った。 

本市においては、資源ごみの分別収集や特色あ

る指定ごみ袋制度を導入するなど、市民の協力を

得て、ごみの減量化・再資源化に努めてきたほか、

環境基本計画や地球温暖化対策実行計画の策定、

ISO14001 の認証取得などにより、市民の生活環境

の改善と自然環境の保全を図るため、総合的かつ

計画的に環境施策を推進してきた。 

今後とも、典型 7公害（大気汚染、水質汚濁、

騒音、振動、悪臭、地盤沈下、土壌汚染）の対策

はもとより、生活環境や自然環境等の環境問題全

般にわたって、安全・安心のまちづくりに努めて

いく。 
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第２節 環境行政の体制 

１ 環境行政組織図（平成 24年 4月 1 日現在）

《主な業務》

自然保護、火葬場、市営霊園、

浄化槽、環境美化

ごみの排出抑制と減量化、

リサイクルの推進

地球温暖化対策、ＩＳＯ、

省エネルギー、太陽光発電

残土埋立て、廃棄物最終処分場

放射能問題

可燃ごみ、資源ごみ等の収集、

粗大ごみの破砕処理

大気・水質・騒音等の公害対策

生し尿、浄化槽汚泥の処理

市　　長 諮　問　機　関

 君津市環境審
 議会

 君津市廃棄物
 減量等推進審
 議会

 君津市自然保
 護審議会

 君津市廃棄物
 処理施設整備
 審議会

市民環境部 環境衛生課 生活環境係

一般廃棄物係

衛生センター

環境保全課 環境施策推進係

調査規制係

環境特別対策室

清掃事務所

２ 諮問機関 

(1) 君津市環境審議会 

環境保全対策に関する基本的事項を調査、審議

する。 

（平成 25年 3月 31 日現在） 

氏  名 選 出 区 分 

山 口   仁 学識経験者 

○ 剣 持 義 明 学識経験者 

鈴 木 喜 計 学識経験者 

須 永 和 良 市議会議員 

天 笠   寛 市議会議員 

小 倉 靖 幸 市議会議員 

三 浦   章 市議会議員 

◎ 岡 部 順 一 市議会議員 

遠 田 祐 治 事業者代表 

出 口 雅 博 事業者代表 

秋 元 秀 夫 事業者代表 

佐 野 充 弘 市民代表 

 山 中 久 男 市民代表 

  重 田 和 士 市民代表 

蓮 波 秀 雄 市民代表 

 備考：◎会長、○副会長 

(2) 君津市廃棄物減量等推進審議会 

廃棄物の排出の抑制、再利用及び適正な処理の

推進に関する事項等を調査、審議する。 

（平成 25年 3月 31 日現在）

氏  名 選 出 区 分 

◎ 榎 本 貞 夫 市議会議員 

  保 坂 好 一 市議会議員 

和 田   肇 学識経験者 

重 田 信 昭 学識経験者 

○ 秋 元 秀 夫 事業者代表 

山 田 康 弘 事業者代表 

石 井   勝 事業者代表 

山 中 久 男 市民代表 

関 口 牧 江 市民代表 

佐 野   博 市民代表 

榎 本 敏 男 市民代表 

岡 本 吉 男 市長が必要と認める者 

内 山 貴美子 市長が必要と認める者 

備考：◎会長、○副会長
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(3) 君津市自然保護審議会

保護地区及び保存樹木等の指定についての審議、

自然保護及び緑化の推進に関する重要事項を調

査・審議する。 

（平成 25年 3月 31 日現在） 

氏  名 選 出 区 分 

◎ 小 池 英 憲 学 識 経 験 者  

○ 鈴 木   誠 学 識 経 験 者  

小 川 博 一 学 識 経 験 者  

山 田 睦 子 学 識 経 験 者  

中 橋 博 子 学 識 経 験 者  

吉 原   洋 学 識 経 験 者  

藤 平 量 郎 学 識 経 験 者  

鈴 木   正 学 識 経 験 者  

備考：◎会長 ○副会長 

(4) 君津市廃棄物処理施設整備審議会 

市の廃棄物処理施設の整備等に関して、基本的

事項等を専門的に調査・審議する。 

３ 環境関係各種協議会 

≪環境保全課≫ 

≪環境衛生課≫ 

名   称 目   的 ・ 事  業  等 構  成  員

千葉県環境行政連絡

協議会 

（S47.8.2）

 環境行政における県・市町村間及び市町村相互の有

機的な協調を図るため、その施策の連絡調整にあたる

とともに環境行政職員に対する知識の普及と技術の

向上を図る。 

千葉県 

県内市町村

東京湾岸自治体環境

保全会議 

（S50.8.22）

 東京湾の水質浄化を図るため、東京湾岸自治体が総

合的広域的な対策と湾岸住民への環境保全に係る啓

発の実施について協議し、連帯的、統一的な環境行政

を推進する。（H11.4.1 名称変更） 

東京湾岸26自治体

君津地域振興事務所

管内産業廃棄物及び

土砂等の適正処理対

策連絡会議 

（H13.7.31）

 産業廃棄物等の不法投棄等の防止対策及び土砂等

の埋立て等の適正処理を目的として、関係機関相互の

緊密な連絡を図り、迅速かつ適切な対策を推進する。

（H23.4.27 名称変更）

千葉県出先機関 

君津地域 3警察署 

君津地域 4市

羽田再拡張事業に関

する県・市町村連絡協

議会 

（H16.7.29） 

羽田空港の再拡張事業により発生する課題等につ

いて、県及び関係市町で情報を共有し、協議を行う。

千葉県 

関係 25 市町 

名   称 目   的 ・ 事  業  等 構  成  員

千葉県環境衛生促進

協議会 

（S37.6.5） 

廃棄物処理及び清掃に関する事業の施策推進、施設

の適正な維持管理のための技術向上等により、生活環

境の保全及び環境衛生の向上を図る。 

千葉県 

県内市町村 

及び一部事務組合 

千葉県浄化槽推進協

議会 

（H3.8.29） 

浄化槽の普及、設置、保守点検及び清掃の適正化等

を図り、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に寄与す

ることを目的とする。 

県内市町村 
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第３節 環境関連条例等 

１ 君津市環境保全条例 

「君津市環境保全条例」は、従来の「君津市公

害防止条例」に、地球温暖化対策、生活排水対策

や化学物質等の適正管理等の施策を付加した内容

とし、平成 15年 3月 28 日に制定した（15年 6月

1 日施行）。 

 この条例は、環境の保全についての基本理念を

定め、市民、事業者、市の責務を明らかにし、環

境の保全に関する施策の基本的事項を定めるとと

もに、その総合的かつ計画的な推進により、市民

の健康で文化的な生活の確保に寄与することを目

的としている。 

２ 君津市土砂等の埋立て等による土壌の汚染

及び災害の発生の防止に関する条例 

  「君津市土砂等の埋立て等による土壌の汚染及

び災害の発生の防止に関する条例」は、平成 9年

12 月に制定し、規制を行ってきた。 

 しかしながら、山砂採取場跡地での大規模な残

土埋立てにより、災害の発生や有害物質の混入が

懸念されたことから、景観や自然環境の修復整備

といった観点から規制のあり方を見直し、24年 3

月 28 日に条例を全面的に改正した（25 年 1 月 1

日施行）。 

新条例では、500 ㎡以上の埋立て等は市の許可

を得るほか、3,000 ㎡以上の事業にあっては、土

砂等の発生元を千葉県内に限定した。 

３ 君津市小櫃川流域に係る水道水源の水質の

保全に関する条例 

「君津市小櫃川流域に係る水道水源の水質の保

全に関する条例」は、小櫃川の水質悪化を防止し、

市民の健康で文化的な生活を確保するため、平成

7年 6月 30 日に制定した（7年 11 月 1日施行）。 

  この条例では、水道水源水質保全地域内にゴル

フ場や廃棄物最終処分場を設置する場合は届出を

義務付け、排水基準による規制を行うほか、市、

事業者及び市民の責務等についても規定している。 

４ 君津市放置自動車の発生の防止及び適正な

処理に関する条例 

「君津市放置自動車の発生の防止及び適正な処

理に関する条例」は、放置自動車の発生防止と放

置自動車による障害を取り除き、市民の快適な生

活環境の維持を図ることを目的として、平成 15

年 3月 28日に制定した（15年 4月 1 日施行）。 

この条例は、市、市民、事業者、土地所有者等

の責務を明らかにし、放置の禁止や通報の協力、

調査などの放置自動車の処理手続きを定めている。 

なお、使用済自動車の再資源化等に関する法律

の施行に伴い、新車登録等の際にリサイクル料金

の支払いが義務付けられたことから、近年は、放

置自動車の数は減少している。 

５ 君津市廃棄物の適正処理及び再利用等に 

関する条例 

 「君津市廃棄物の適正処理及び再利用等に関す

る条例」は、「君津市廃棄物の処理及び清掃に関

する条例」を全面的に改正して、平成 7年 9月 11

日に制定した。その後も、循環型社会形成推進基

本法や各種リサイクル法の整備状況に合わせて、

改正を行ってきた。 

 この条例は、廃棄物の排出抑制、再利用、適正

な処理及び地域の清潔の保持を推進するために必

要な事項を定めることにより、資源の有効利用、

生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図り、市民

の健康で快適な生活を確保し、良好な都市環境の

形成に寄与することを目的としている。 

 また、市民の中から廃棄物減量等推進員を委嘱

し、資源ごみの分別指導等をお願いしている。 
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６ 君津市まちをきれいにする条例 

「君津市まちをきれいにする条例」は、平成 9

年 3月 31日に制定した（9年 10 月 1 日施行）。 

 この条例は、空き缶等のポイ捨てや空き地の雑

草等に関し、市、市民、事業者及び土地所有者等

の責務を明らかにするとともに、これらに関する

施策の推進に必要な事項を定めることで、地域の

環境美化の促進及び美観の保護を図り、清潔でき

れいなまちづくりに資することを目的としている。

 また、市民の中から環境美化推進員を委嘱して

いる。 

７ 君津市自然保護及び緑化の推進に関する条例 

「君津市自然保護及び緑化の推進に関する条

例」は、昭和 52 年 4月 1日に制定した。 

 この条例は、市内の現存する自然を保護すると

ともに緑化の推進を図り、市民の良好な生活環境

を確保することを目的としている。 

８ 環境の保全に関する協定 

 「環境の保全に関する協定」は、法律や条例に

よる一律な規制では対処が困難な地域的汚染に対

し、地域の実状や個別の企業の実態に即した効果

的な防止対策を行うことを目的として締結するも

のである。 

 協定の内容は、公害防止の理念、年間計画書、

事前協議、緊急時の措置、被害補償等、基本的な

事項について定めた「基本協定」と、それに基づ

く具体的な排出量、排出濃度等について定めた「細

目協定」から成っている。 

本市では、これらに基づき大気や水質等の立入

調査を行うことで、協定の遵守状況等を確認して

いる。 

９ かずさ環境協定 

かずさ環境協定は、かずさアカデミアパーク及

びその周辺地域の豊かな自然を活かし、自然・人・

技術のバランスのとれた理想的な環境の維持、向

上を図ることを目的として締結するものであり、

県、市、かずさアカデミアパークに立地する企業

等が行うべき責務を定めたものである。 

 かずさアカデミアパークに立地する企業等は、

環境活動の状況及びその評価並びに今後の計画等

を記した「環境報告書」を作成し、自己評価を行

った後、県と市の審査を受けることになっている。 

１０ 千葉地域公害防止計画 

 「公害防止計画」は、環境基本法第 17 条に基づ

き、現に公害が著しい地域等を対象として、公害

の防止に関する総合的な施策をまとめた地域計画

である。 

 本県では、昭和 45年度に「千葉・市原地域公害

防止計画」が、47年度に「江戸川流域地域公害防

止計画」が策定され、49年度には両計画を統合し、

本市を含めた君津地域まで区域を拡大して「千葉

臨海地域公害防止計画」が策定された。さらに、

平成元年度には「千葉地域公害防止計画」に名称

を改め、以降数度にわたる期間延長を経て現在に

至っている。 

24 年度現在、本市を含め 21 自治体が公害防止

計画地域に属しており、印旛沼、手賀沼の水質汚

濁、東京湾の水質汚濁、地下水汚染を主要課題と

している。
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